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　織
田
信
長
（
一
五
三
四
―
一
五
八
二
）
は
永
禄
十
一
年
九
月
七
日
に
岐
阜
を
出
発
し
て
、
六
角
義
賢
や
三
好
三

人
衆
を
撃
破
し
て
、
三
十
日
に
は
芥
川
山
城
（
高
槻
市
）
に
入
城
し
た
。
信
長
は
概
ね
同
様
の
禁
制
を
、
九
月
の

間
に
近
江
、
山
城
、
摂
津
の
諸
寺
社
に
発
給
し
た
こ
と
が
、『
沖
島
共
有
文
書
』『
永
源
寺
文
書
』『
賀
茂
別
雷
神
社

文
書
』『
若
王
子
神
社
文
書
』『
離
宮
八
幡
宮
文
書
』『
八
瀬
童
子
会
文
書
』『
成
就
院
文
書
』『
大
徳
寺
文
書
』『
本

寺
文
書
』『
妙
顕
寺
文
書
』『
妙
伝
寺
文
書
』『
妙
心
寺
文
書
』『
清
凉
寺
文
書
』『
東
寺
百
合
文
書
』『
上
京
文
書
』

な
ど
で
確
認
で
き
る
。

　有
名
な
「
天
下
布
武
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
戦
国
時
代
の
「
天
下
」
の
用
法
は
、
日
本
全
国
以
外
に
も

政
権
の
所
在
地
で
あ
る
畿
内
周
辺
や
政
権
そ
の
も
の
を
指
す
場
合
が
あ
り
、
永
禄
十
一
年
段
階
で
は
信
長
の
畿
内

平
定
の
意
気
込
み
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　禁
制

　
　
　尼
崎
本
興
寺
并
び
に
寺
中

一
、
当
手
軍
勢
濫
妨
狼
藉
の
事

一
、
陣
取
放
火
の
事

一
、
竹
木
を
伐
り
採
る
の
事

　右
の
条
々
違
犯
の
輩
に
お
い
て
は
、
速
か
に
厳

科
に
処
す
べ
き
者
也
、仍
っ
て
執
達
件
の
如
し
、

　
　永（

一
五
六
八
）
禄
十
一
年
九
月

　日

　

 

弾（
織
田
信
長
）

正
忠
（
朱
印
）

　禁
制

　
　
　尼
崎
本
興
寺
并寺
中

一
、
当
手
軍
勢
濫
妨
狼
藉
之
事

一
、
陣
取
放
火
之
事

一
、
伐
採
竹
木
之
事

　右
条
々
於
違
犯
之
輩
者
、
速
可

　処
厳
科
者
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　永
禄
十
一
年
九
月

　日

　弾
正
忠
（
朱
印
）

織
田
信
長
禁
制
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本
興
寺
は
兵
庫
県
尼
崎
市
に
所
在
す
る
法
華
宗
（
本
門
流
）
の
大
本
山
で
あ
り
、
応
永
二
十
七
年

（
一
四
二
〇
）
日
隆
聖
人
に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
。
日
隆
聖
人
は
大
部
の
著
述
を
成
し
た
日
蓮
門
下
随
一

の
学
匠
で
あ
る
が
、
同
時
に
北
陸
敦
賀
よ
り
京
を
経
て
、
尼
崎
・
堺
・
兵
庫
・
牛
窓
・
宇
多
津
と
い
っ
た

港
に
拠
点
を
設
け
た
布
教
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
入
滅
後
も
弟
子
達
の
布
教
は
続
け
ら
れ
、
南
海
の
種

子
島
・
屋
久
島
・
口
永
良
部
三
島
が
皆
法
華
と
な
り
門
流
に
属
し
た
こ
と
で
、
戦
国
時
代
に
は
瀬
戸
内
沿

岸
に
教
線
と
信
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
成
立
し
、
比
翼
両
輪
と
言
わ
れ
る
京
都
本
能
寺
と
共
に
大
き
な
力

を
持
つ
に
至
っ
た
。
本
興
寺
は
三
好
氏
の
援
助
を
受
け
て
門
前
町
以
外
に
寺
内
町
を
構
築
し
、
戦
国
武
将

と
交
渉
出
来
る
力
を
持
つ
信
者
を
擁
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
や
が
て
こ
の
よ
う
な
大
寺
も
徳
川
幕
府

の
成
立
で
、
寺
内
町
の
消
滅
や
幕
府
の
宗
教
政
策
に
よ
り
政
治
的
な
力
を
失
っ
た
。
し
か
し
日
隆
聖
人
に

よ
っ
て
教
学
を
伝
え
る
勧
学
院
が
設
け
ら
れ
、
布
教
所
の
本
能
寺
に
対
し
て
学
問
所
と
定
め
ら
れ
た
本
興

寺
に
は
教
学
の
伝
統
が
あ
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
教
学
者
が
輩
出
し
た
。
今
日
も
興
隆
学
林
専
門
学
校

が
あ
っ
て
、
宗
門
の
僧
侶
育
成
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
本
興
寺
に
は
、
中
世
の
武
将
の
禁
制
・
書
状
類
や
近
世
の
寺
院
関
係
文
書
が
多
数
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
今
般
日
隆
聖
人
五
百
五
十
遠
忌
を
記
念
し
て
『
本
興
寺
文
書
』
の
編
纂
を
発
願
し
、
諸
先
生

方
の
御
尽
力
に
よ
っ
て
、
第
一
巻
に
中
世
文
書
を
、
第
二
巻
に
近
世
文
書
の
一
部
を
翻
刻
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
近
世
文
書
に
つ
い
て
は
今
後
も
続
い
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
法
華
宗
宗
門

史
や
本
興
寺
史
、
さ
ら
に
は
我
国
の
近
世
仏
教
史
の
不
明
な
点
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

開
山
遠
忌
の
年
に
本
文
書
が
刊
行
さ
れ
、
聖
人
の
鴻
業
が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
を
喜
び
と
し
た
い
。

刊
行
の
辞大

本
山
本
興
寺
貫
首

小
西
日
遶



『
本
興
寺
文
書
』
第
一
巻
の
刊
行
に
寄
せ
て�

千
葉
大
学
名
誉
教
授　

佐
藤
博
信

　

こ
の
度
、
法
華
宗
大
本
山
本
興
寺
の
開
山
日
隆
の
五
百
五
十
遠
忌

記
念
と
し
て
『
本
興
寺
文
書
』
第
一
巻
・
第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。

尼
崎
の
本
興
寺
と
日
隆
が
法
華
宗
史
上
大
き
な
痕
跡
を
残
し
て
き
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
日
隆
は
、
京
都
の
本
能
寺
を
布
教
道

場
、
本
興
寺
を
教
学
道
場
と
し
て
整
備
し
、
特
に
教
学
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
著
述
は
、
三
千
余
帖
に
及
ぶ
と
い

う
。
こ
の
伝
統
は
い
ま
に
本
興
寺
に
所
在
す
る
興
隆
学
林
に
引
き
継

が
れ
、
そ
の
先
師
と
し
て
現
貫
首
小
西
日
遶
師
と
学
林
長
大
平
宏
龍

師
が
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

現
在
の
各
宗
門
に
あ
っ
て
希
有
な
こ
と
で
、
日
隆
の
素
意
が
生
き
て

い
る
証
拠
で
あ
る
。
ま
た
本
興
寺
の
所
在
地
尼
崎
は
、
中
世
の
時
代

に
湊
と
し
て
大
い
に
栄
え
た
の
で
、
そ
の
関
係
史
料
は
、『
兵
庫
県

史
』・『
尼
崎
市
史
』
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
、
畿
内
地
域
史
や
寺
内
町

の
研
究
に
大
い
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
今
回
は
、
最
新
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
て
新
た
に
編
集
さ
れ
、
享
徳
四
年
か
ら
寛
永
十
八
年
に
至

る
史
料
八
十
一
点
が
全
編
カ
ラ
ー
写
真
・
読
み
下
し
・
解
説
付
き
で

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
裁
の
史
料
集
の
刊
行
が
時
代
の
要

請
と
は
い
え
、
全
編
カ
ラ
ー
写
真
は
限
り
な
く
原
本
に
近
い
も
の
で

あ
り
が
た
い
限
り
で
あ
る
。
一
点
一
点
の
史
料
を
視
覚
的
に
学
ぶ
と

こ
ろ
は
、
実
に
大
き
い
。
内
容
を
み
る
と
、
日
隆
・
日
登
・
日
与
・

日
堯
な
ど
の
歴
代
の
も
の
を
始
め
、
細
川
・
三
好
・
伊
丹
・
池
田
・

秀
吉
・
家
康
・
三
成
な
ど
の
禁
制
や
朱
印
状
な
ど
著
名
な
人
物
の
も

の
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
尼
崎
と
本
興
寺
が
歴
史
上
重
要
な
位
置
に

あ
っ
た
証
拠
で
あ
る
。
た
だ
幾
多
の
戦
乱
や
災
害
の
な
か
で
日
隆
の

聖
教
類
と
も
ど
も
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
自
体
、
歴
代
住
持

と
旦
那
た
ち
の
努
力
の
賜
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
わ
た
し
が
特
に
興
味
を
惹
か
れ
た
の
は
、

①
永
禄
十
一
年
の
日
堯
逆
修
講
本
尊
曼
荼
羅
、
②
尼
崎
年
寄
衆
連
署

契
状
、
③
元
亀
二
年
の
本
興
寺
門
前
百
姓
等
起
請
文
で
あ
る
。
③
に

つ
い
て
は
、
先
年
本
興
寺
の
虫
干
会
（
十
一
月
三
日
）
の
際
に
感
激

を
も
っ
て
拝
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
署
名
者
と
そ
の
花
押
形
の

多
様
性
は
、
実
に
興
味
が
つ
き
な
い
。
本
興
寺
を
支
え
た
僧
旦
の
研

究
が
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
が
日
隆
か
ら
現
代
に

至
る
学
僧
を
中
心
と
し
た
教
学
史
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
本
興
寺

研
究
は
さ
ら
に
発
展
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
史
料
集
は
、
そ
の

基
礎
と
な
ろ
う
。
本
興
寺
と
比
翼
両
輪
を
な
す
本
能
寺
に
も
充
実
し

た
『
本

（
能
）
寺
史
料 

中
世
篇
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
検
討

す
る
こ
と
で
法
華
宗
研
究
も
一
段
と
深
化
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
わ

た
し
は
富
士
門
流
の
安
房
妙
本
寺
の
研
究
を
若
干
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
が
、
妙
本
寺
の
日
安
と
日
要
の
時
代
に
本
興
寺
と
緊
密
な
関
係

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
以
来
尼
崎
を
訪
ね
た
り
本
興
寺

を
参
詣
し
た
り
身
近
な
存
在
と
な
っ
た
。
仏
縁
の
賜
物
で
あ
る
。
中

世
の
時
代
の
他
門
と
の
学
問
上
の
交
流
は
、
現
在
の
想
像
を
超
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。
改
め
て
本
興
寺
の
歴
史
を
学
び
た
い
理
由
で
あ

る
。
こ
の
『
本
興
寺
文
書
』
が
座
右
の
書
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。



戦
国
時
代
研
究
に
も
有
益
な
一
書�

奈
良
大
学
文
学
部
教
授　

河
内
将
芳

　

法
華
宗
日
隆
門
流
は
、
京
都
か
ら
西
へ
西
へ
と
そ
の
教
線
を
拡
大

し
、
鉄
砲
伝
来
で
著
名
な
種
子
島
に
ま
で
至
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
さ
い
、
拠
点
と
な
っ
た
の
が
、
海
沿
い
の
津
や
湊
な
ど

港
湾
都
市
で
あ
る
。
と
り
わ
け
重
要
な
拠
点
と
し
て
知
ら
れ
た
の
が

尼
崎
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
地
に
建
立
さ
れ
た
の
が
本
興
寺
で
あ
っ

た
。

　

今
回
、そ
の
本
興
寺
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
古
文
書
群
が『
本

興
寺
文
書
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
広
く
公
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
法
華

宗（
日
蓮
宗
）の
歴
史
を
ま
な
ぶ
ひ
と
り
と
し
て
、喜
び
に
た
え
な
い
。

と
と
も
に
、
本
興
寺
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
努

力
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。

　
『
本
興
寺
文
書
』
第
一
巻
は
、
中
世
の
古
文
書
群
が
お
さ
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
監
修
に
戦
国
時
代
の
畿
内
近
国
史
研
究

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
仁
木
宏
・
天
野
忠
幸
両
氏
が

あ
た
ら
れ
た
こ
と
は
、
法
華
宗
（
日
蓮
宗
）
の
歴
史
を
ま
な
ぶ
も
の

だ
け
で
は
な
く
、斯
界
の
研
究
に
関
心
を
よ
せ
る
も
の
に
と
っ
て
も
、

有
益
な
一
書
と
な
ろ
う
。

　

戦
国
時
代
の
古
文
書
と
い
え
ば
、
畿
内
近
国
に
か
か
わ
る
も
の
に

か
ぎ
ら
ず
、
年
号
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
年
代
が
は
っ
き
り
と
し

な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
だ
れ
が
そ
れ
を
出
し
た
の
か
さ
え
は
っ
き

り
し
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
を
判
定
す
る
た
め
に
は
、
厳

密
な
考
証
が
要
求
さ
れ
る
た
め
だ
が
、
今
回
の
『
本
興
寺
文
書
』
第

一
巻
で
は
、
そ
れ
ら
の
判
定
が
仁
木
・
天
野
両
氏
に
よ
っ
て
、
あ
ざ

や
か
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
各
古
文
書
の
カ
ラ
ー
写
真
と
読
み
く
だ
し
も
合
わ
せ
て

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
ま
た
新
た
な

事
実
の
解
明
も
準
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
周
到
か
つ
誠
実

な
本
づ
く
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
年
は
、
本
興
寺
開
山
で
あ
る
日
隆
聖
人
の
第
五
百
五
十
遠
忌
の

年
に
あ
た
り
、
ま
た
、
日
隆
聖
人
と
も
ゆ
か
り
が
深
い
大
覚
大
僧
正

の
第
六
百
五
十
遠
忌
の
年
に
も
あ
た
る
。
そ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き

年
に
本
書
を
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
幸
せ
を
多
く
の
人
び
と
と
分

か
ち
あ
い
た
い
と
思
う
。



待
望
の
寺
院
史
料
集
に
期
待�

身
延
山
大
学
教
授　

望
月
真
澄

　

鎌
倉
新
仏
教
の
宗
派
を
開
い
た
日
蓮
聖
人
の
系
譜
を
引
く
代
表
的

な
宗
派
に
日
蓮
宗
、
法
華
宗
各
派
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
宗
派
は
、
日

蓮
聖
人
の
門
弟
を
中
心
と
し
た
門
流
組
織
に
よ
っ
て
教
団
が
拡
が
り

を
み
せ
た
。
日
隆
門
流
を
は
じ
め
と
す
る
各
門
流
は
、
門
祖
の
教
え

を
継
承
し
、
独
自
の
制
規
を
遵
守
し
て
全
国
的
な
教
団
組
織
と
し
て

発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
本
史
料
集
で
紹
介
す
る
法
華
宗
本
門
流
の
大

本
山
本
興
寺
は
、
室
町
時
代
に
活
躍
し
た
日
隆
上
人
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
寺
院
で
あ
り
、
京
都
本
能
寺
と
と
も
に
日
隆
門
流
の
中
核
寺
院

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
興
寺
に
は
開
創
以
来
伝
え
ら
れ
て
き
た
聖
教

類
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
既
に
『
法
華
宗
全
書
』
と
し
て

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
世
史
料
に
関
し
て
は
、
未

翻
刻
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
法
華
宗
本
門
流
の
近
世
か
ら
近
代
に
至
る

歴
史
は
、
中
核
寺
院
で
あ
る
本
興
寺
所
蔵
史
料
が
公
開
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
お
り
、
未
だ
不
明
な
歴
史
が
あ
る
。
今
回
、

宗
派
を
代
表
す
る
寺
院
の
未
公
開
史
料
が
体
系
的
に
翻
刻
さ
れ
る
こ

と
は
、
法
華
教
団
史
や
仏
教
史
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
日
本
史
研

究
者
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　

近
世
の
本
興
寺
史
を
構
築
す
る
上
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

は
、
開
創
以
来
本
能
寺
と
両
山
一
主
制
が
と
ら
れ
、
住
持
が
兼
務
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
寺
院
と
は
異
な
る
寺
院
組
織
で

あ
り
、
本
興
寺
と
本
能
寺
は
教
団
運
営
や
寺
院
経
営
面
で
密
接
な
つ

な
が
り
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
能
寺
の
歴
史
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、

本
興
寺
の
歴
史
は
解
明
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。既
に
本
能
寺
で
は
、

『
本（

能
）
寺
史
料
』
畿
内
東
国
末
寺
篇
、
本
山
篇
上
・
下
、
古
記
録
篇
、

そ
し
て
中
世
篇
の
六
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
ら
を
活
用

し
、
併
せ
て
本
史
料
集
に
掲
載
さ
れ
た
史
料
を
読
解
し
て
い
く
と
新

た
に
発
見
で
き
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

法
華
教
団
史
上
に
登
場
す
る
主
要
寺
院
の
中
に
は
二
ヵ
寺
を
兼
務

し
て
い
た
住
持
が
い
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
身
延
久
遠
寺
と
茂
原
藻
原

寺
、
池
上
本
門
寺
と
比
企
谷
妙
本
寺
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
の
両

山
一
主
の
時
代
は
限
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
の
寺
院
行

政
に
は
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
本
史
料
集
に
は
両
山
に
関
わ
る
内
容
が

随
所
に
記
さ
れ
、
収
録
さ
れ
た
史
料
に
目
を
通
す
と
、
法
華
宗
寺
院

の
教
団
構
造
や
そ
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
、
本
書
に
は
、
寺
院
と
寺
町
と
の
関
わ
り
や
尼
崎
地
域
の

歴
史
を
知
る
た
め
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
法
華
教
団

史
・
仏
教
史
の
研
究
者
は
も
と
よ
り
、
関
西
地
域
を
は
じ
め
と
す
る

全
国
の
公
立
図
書
館
、
特
に
大
学
図
書
館
や
人
文
系
の
研
究
機
関
に

は
常
備
の
書
と
し
て
推
薦
す
る
。



『
本
興
寺
文
書
』
第
二
巻
の
刊
行
に
寄
せ
て�

日
本
大
学
法
学
部
准
教
授　

朴
澤
直
秀

　
『
本
興
寺
文
書
』
第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
る
。
近
世
・
近
代
文
書
を

収
載
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
続
刊
さ
れ
る
と
い
う
。
既
刊
の
『
本（
能
）

寺
史
料
』
や
、『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
所
載
の
史
料
な
ど
に
続
い
て
、

近
世
の
法
華
宗
勝
劣
派
（
本
能
寺
派
・
本
興
寺
派
）
に
関
す
る
根
本

的
史
料
が
公
刊
さ
れ
る
わ
け
で
、
誠
に
喜
ば
し
い
。
法
華
宗
本
門
流

の
宗
門
史
の
解
明
と
い
う
点
で
の
裨
益
は
勿
論
で
あ
る
が
、
宗
派
を

超
え
て
仏
教
史
な
い
し
宗
教
史
全
体
に
益
す
る
と
こ
ろ
も
大
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
確
固
と
し
た
個
々
の
宗
派
の
把

握
に
立
脚
し
て
こ
そ
、
宗
派
を
超
え
た
全
体
的
・
総
合
的
な
把
握
が

可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

本
巻
か
ら
窺
う
こ
と
の
で
き
る
論
点
は
、
多
岐
に
亘
る
。
ま
ず
教

団
機
構
に
関
し
て
は
、
本
能
寺
・
本
興
寺
の
「
両
本
寺
」
制
度
に
つ

い
て
多
く
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
能
寺
に
対
し
て
、
本
興
寺
は

寺
内
に
修
学
機
関
「
勧
学
院
」
が
設
け
ら
れ
、
学
僧
が
集
っ
た
こ
と

に
特
徴
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
末
寺
や
そ
の
住
僧
に
関
す
る
、
多
く
の
デ
ー
タ
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
末
寺
は
、
地
域
的
な
集
中
を
み
な
が
ら
も
広
範
に
分

布
し
て
お
り
、
本
史
料
集
は
末
寺
所
在
の
諸
地
域
の
地
域
史
研
究
に

も
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
宗
祖
や
開
山
の
遠
忌
、
あ
る
い

は
本
興
寺
や
塔
頭
の
普
請
関
係
史
料
な
ど
か
ら
も
、
諸
地
域
と
の
関

係
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
殊
に
、
地
元
尼
崎
城
下
や
大
坂
と

の
関
係
に
つ
き
多
く
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
都
市
史
研
究
に
も
有
益

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
普
請
関
係
史
料
か
ら
は
、
本
興
寺
が
支
配
の
上
で
尼
崎
藩

の
み
な
ら
ず
大
坂
町
奉
行
と
も
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、

大
坂
町
奉
行
配
下
の
寺
社
行
政
に
つ
い
て
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。

そ
し
て
、
寺
町
│
─
宗
派
を
超
え
た
寺
院
組
合
│
│
の
史
料
も
収
め

ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
寺
院
組
合
に
つ
い
て
、
宗
派
を
超
え
な
い
も

の
も
含
め
て
、
従
来
は
江
戸
や
大
坂
の
事
例
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て

き
た
が
、
今
回
、
地
方
城
下
町
の
豊
富
な
事
例
が
提
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
瞥
見
し
た
だ
け
で
も
多
方
面
に
関
係
す
る
論
点
を
含

ん
で
お
り
、
私
と
し
て
は
蒙
を
啓
か
れ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
続

刊
も
、
は
や
鶴
首
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。



第
一
巻

日
隆
書
状
・
細
川
晴
元
書
状
・
三
好
長
慶
禁
制
・
正
親
町
天
皇
口
宣
案
・

織
田
信
長
禁
制
・
豊
臣
秀
吉
書
状
・
徳
川
家
康
禁
制
な
ど
全
81
点

解
題
（
天
野
忠
幸
）・
本
興
寺
の
現
在
・
本
興
寺
歴
代
・
第
一
巻
関
係
年
表

第
二
巻

口
絵
・
本
山
末
寺
（「
両
本
山
・
塔
頭
八
坊
歴
代
年
記
」「
両
本
山
歴
代
略
記
」

ほ
か
）・
寺
内
行
事
（「
年
中
行
事
録
」「
日
成
上
人
入
院
式
次
第
」
ほ
か
）・

什
物
（「
本
興
寺
什
物
帳
」「
長
持
道
具
入
帳
」
ほ
か
）・
普
請
（「
塔
頭
本
宣

坊
普
請
願
に
つ
き
一
札
」「
本
興
寺
類
焼
届
」
ほ
か
）・
寺
町
（「
朱
印
状
発
給
願
」

「
寺
町
掟
書
」
ほ
か
）

解
題
（
岩
城
卓
二
）・
本
興
寺
本

寺
の
末
寺

続
刊
予
定
・
第
三
巻

平
成
二
十
六
年
刊
行
予
定

監
修
者

天
野
忠
幸　
関
西
大
学
非
常
勤
講
師

岩
城
卓
二　
京
都
大
学
准
教
授

上
野
大
輔　
慶
應
義
塾
大
学
助
教

仁
木　

宏　
大
阪
市
立
大
学
教
授

幡
鎌
一
弘　
天
理
大
学
研
究
員

三
浦
俊
明　
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授

�

※
五
〇
音
順

各
巻
の
構
成

日
隆
法
名
授
与
状

監
修
者
の
一
人
と
し
て

　

兵
庫
県
尼
崎
市
に
本
堂
を
構
え
る
本
興
寺
は
、
応
永
二
十
七
年

（
一
四
二
〇
）
日
隆
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
法
華
宗
本
門
流
の
大
本
山
で

あ
る
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
ま
で
は
京
都
本
能
寺
と
両
山
一

寺
制
を
と
り
、
本
能
寺
は
布
教
の
道
場
、
本
興
寺
は
教
学
の
道
場
と
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
末
寺
は
西
国
を
中
心
と
し
て
全
国
に
広
が
り
、
近
世

中
期
に
は
孫
末
寺
を
合
わ
せ
る
と
二
〇
〇
ヵ
寺
近
く
を
数
え
る
。

　

本
興
寺
は
細
川
晴
元
、
三
好
長
慶
、
織
田
信
長
の
禁
制
・
書
状
等
の

中
世
文
書
を
所
蔵
す
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
他
に
も
大
本

山
寺
院
、
諸
国
か
ら
僧
徒
が
勉
学
に
訪
れ
た
学
林
、
尼
崎
藩
領
内
の
寺

町
に
所
在
す
る
寺
院
と
し
て
の
歩
み
が
知
ら
れ
る
近
世
・
近
現
代
文
書

も
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
寺
院
で
日
々
執
行
さ
れ
た
行
事
、
末
寺
の
住

職
決
定
ま
で
の
手
続
き
、
寺
院
と
幕
藩
領
主
・
檀
家
と
の
関
係
、
神
仏

分
離
を
は
じ
め
明
治
以
降
に
寺
院
が
直
面
し
た
諸
問
題
へ
の
対
応

等
々
、
本
興
寺
文
書
に
は
広
く
近
世
・
近
代
史
の
理
解
に
関
わ
る
貴
重

な
証
言
が
記
録
さ
れ
る
。

　

こ
の
た
び
、
歴
史
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
本
興
寺
関
係

者
の
強
い
熱
意
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
文
書
が
『
本
興
寺
文
書
』
と
し
て

刊
行
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
第
一
巻
は
中
世
文
書
、
第
二
巻
は
本
興

寺
の
概
要
が
知
ら
れ
る
近
世
以
降
の
文
書
を
中
心
に
編
集
さ
れ
、
原
文

書
閲
覧
の
機
会
が
限
ら
れ
て
い
る
中
世
文
書
は
写
真
を
掲
載
し
、
寺
内

町
か
ら
城
下
町
へ
の
展
開
が
知
ら
れ
る
新
出
史
料
も
収
録
さ
れ
る
。
私

は
尼
崎
周
辺
地
域
の
近
世
・
近
代
史
に
関
心
を
も
つ
一
人
と
し
て
、
三

浦
俊
明
氏
よ
り
協
力
を
求
め
ら
れ
て
刊
行
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

毎
回
の
編
集
会
議
・
校
正
作
業
に
同
席
さ
れ
る
貫
首
を
は
じ
め
と
す
る

本
興
寺
関
係
者
の
歴
史
研
究
に
対
す
る
ご
理
解
に
は
敬
服
し
て
お
り
、

開
山
日
隆
聖
人
五
百
五
十
遠
忌
の
年
に
刊
行
を
開
始
す
る
と
い
う
約
束

が
果
た
せ
た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
る
。

　
『
本
興
寺
文
書
』
は
順
次
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
宗
教
史
だ
け

で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
岩
城
卓
二
）


